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本
特
別
委
員
会
で
は
、歴
史

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
出

さ
れ
た
提
案
を
豊
芦
勝
子
委
員

長
が
「
中
間
提
言
」
と
し
て
ま

と
め
議
長
に
報
告
し
、去
る
５

月
14
日
の
第
１
回
臨
時
会
に
お

い
て
、議
場
配
布
い
た
し
ま
し

た
。

６
月
30
日
の
特
別
委
員
会
で
は
、

こ
の
提
言
を
関
係
各
部
に
お
い

て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

た
だ
い
た
の
か
、最
初
に
政
策

推
進
部
・
街
づ
く
り
部
の
基
本

的
な
考
え
方
に
つ
い
て
理
事
者

よ
り
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
政
策
推
進
部
か
ら
、第
４
次

総
合
計
画
の
見
直
し
時
期
。今

後
、計
画
の
改
訂
に
あ
た
り
位

置
づ
け
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

歴
史
遺
産
が
沢
山
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
が
線
か
ら
面
に

多
面
的
に
活
用
す
る
考
え
が
無

か
っ
た
。大
東
市
全
体
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
の
再
認
識
を
し
た
。

　
ま
た
、大
阪
府
水
道
部
と
の

堂
山
無
償
譲
渡
に
関
す
る
協
議

の
進
捗
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。大
東
市
が
作
成
し
た
堂

山
古
墳
群
整
備
後
の
イ
メ
ー
ジ

を
カ
ラ
ー
図
に
写
真
を
入
れ
て

詳
し
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
街
づ
く
り
部
は
技
術
集
団
。

歴
史
・
文
化
を
守
る
と
言
う
点

で
マ
ッ
チ
し
に
く
い
。い
か
に

事
業
に
取
り
入
れ
る
の
か
重
要
。

な
ど
。

生
涯
学
習
部
は
、「
中
間
提
言
」

を
受
け
て

（
１
）平
野
屋
新
田
会
所
に
つ
い

て

○
引
き
続
き
歴
史
的
意
義
を
高

め
る
作
業
を
継
続
し
て
い
く

○
具
体
的
に
、今
年
度
は
確
認

調
査
の
報
告
書
を
作
成
及
び
資

料
調
査
の
継
続

○
今
後
も
、
引
き
続
き
、
研
究

者
へ
協
力
を
求
め
な
が
ら
研
究

成
果
に
つ
い
て
は
、広
く
市
民

に
公
開
し
て
い
く
。

○
文
化
財
の
位
置
を
記
し
た
簡

易
な
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、３
駅

に
設
置
す
る
。

（
２
）飯
盛
山
城
に
つ
い
て

○
山
頂
付
近
の
土
地
所
有
者
等

と
接
触
し
、
石
碑
・
案
内
板
の

設
置
に
向
け
検
討
中
。

○
四
条
畷
市
と
は
、今
ま
で
通

り
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

（
３
）歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
「
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
」

の
策
定
を

○「
将
来
を
考
え
て
の
体
制
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
て
い
る
」

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
回
の
特
別
委
員
会
は
、

７
月
21
日
午
後
２
時
〜
４
時

〔
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
〕

　
１
９
５
８
年
６
月
、東
京
で
８

月
に
開
か
れ
る
第
４
回
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
を
目
指
し
、被
爆
地

広
島
か
ら
西
本
あ
つ
し
さ
ん
が

た
っ
た
１
人
で
歩
き
始
め
、日
を

追
う
ご
と
に
行
進
者
は
増
え
続
け
、

東
京
入
り
し
た
時
に
は
数
万
人
の

大
行
進
に
。
こ
れ
以
降
、
国
民
平

和
大
行
進
実
行
委
員
会
が
主
催
。

広
島
・
長
崎
で
開
か
れ
る
世
界
大

会
に
向
け
て
全
都
道
府
県
を
11
の

幹
線
コ
ー
ス
で
縦
断
、大
阪
府
内

は
幹
線
コ
ー
ス
と
16
地
域
の「
網

の
目
行
進
」
で
、
43
市
町
村
す
べ

て
を
通
り
ま
す
。

　
５
月
６
日
に
東
京
都
江

東
区
の
夢
の
島
・
第
五
福

竜
丸
展
示
館
前
を
出
発
し

た
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和

大
行
進（
東
京
〜
広
島
コ
ー

ス
）は
、６
月
３
０
日
に
大
阪

入
り
し
ま
し
た
。

　
今
年
の「
平
和
行
進
」は
、

核
保
有
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

の
オ
バ
マ
大
統
領
が
核
兵
器

廃
絶
を
チ
ェ
コ
の
プ
ラ
ハ
で

訴
え
た
演
説
に
、
世
界
中
で

共
感
が
広
が
っ
て
い
る
中
で

行
わ
れ
る
と
言
う
画
期
的
な

意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
口
々
に「
核
兵
器

Ｎ
Ｏ
！
」「
戦
争
の
な
い
世
界

を
つ
く
ろ
う
！
」と
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
し
た
。

　
国
民
平
和
大
行
進
は
、雨
の

日
も
風
の
日
も
炎
暑
の
中
を
歩

き
続
け
、８
月
の
広
島
市
到
着

を
目
指
し
、７
日
に
池
田
市
か

ら
兵
庫
県
川
西
市
に
引
き
継
が

れ
ま
す
。



　

０
９
年
６
月
議
会
一
般
質
問

０
９
年
６
月
議
会
一
般
質
問

０
９
年
６
月
議
会
一
般
質
問

０
９
年
６
月
議
会
一
般
質
問

０
９
年
６
月
議
会
一
般
質
問

　
　
日
本
共
産
党
市
会
議
員

　
　
日
本
共
産
党
市
会
議
員

　
　
日
本
共
産
党
市
会
議
員

　
　
日
本
共
産
党
市
会
議
員

　
　
日
本
共
産
党
市
会
議
員

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　　　　　
豊
芦
勝
子

豊
芦
勝
子

豊
芦
勝
子

豊
芦
勝
子

豊
芦
勝
子

子
ど
も
に
関
わ
る
問
題

子
ど
も
に
関
わ
る
問
題

子
ど
も
に
関
わ
る
問
題

子
ど
も
に
関
わ
る
問
題

子
ど
も
に
関
わ
る
問
題

一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
新
保
育
制
度
に
つ
い
て

新
保
育
制
度
に
つ
い
て

新
保
育
制
度
に
つ
い
て

新
保
育
制
度
に
つ
い
て

新
保
育
制
度
に
つ
い
て

　
今
年
４
月
に
厚
生
労
働
省

の
調
査
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、

雇
用
悪
化
の
な
か
で
保
育
所

入
所
希
望
が
急
増
し
、「
子
ど

も
を
保
育
所
に
預
け
た
い
」

と
考
え
て
い
る
ひ
と
は
、
推

計
で
約
８
５
万
人
に
上
り
ま

す
。

　
今
年
２
月
24
日
に
厚
生
労

働
省
社
会
保
障
審
議
会
少
子

化
対
策
特
別
部
会
の
第
一
次

報
告
内
容
に
よ
り
ま
す
と
安

心
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
す
で
に
高
齢
者
・
障
害
者

分
野
に
は
財
政
削
減
、
給
付

抑
制
と
応
益
負
担
、
市
場
化

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
　

制
度
が
導
入
さ
れ
た
そ
の
年

度
か
ら
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
改
善

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

り
ま
し
た
。

　
保
育
制
度
に
つ
い
て
も
第

一
次
案
が
出
さ
れ
た
だ
け
で

分
か
ら
な
い
と
い
う
答
弁
で

は
困
り
ま
す
。
現
在
分
か
っ

て
い
る
だ
け
で
も
、
現
保
育

制
度
の
根
幹
を
崩
す
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
３
つ
の
問
題
点

①
保
育
所
入
所
な
ど
す
べ
て

「
自
己
責
任
」
に
。

②
集
団
保
育
が
崩
さ
れ
保
育

料
は
応
益
負
担
に
。

③
民
間
企
業
が
保
育
を
も
う

け
の
対
象
に
、
企
業
の
都
合

で
突
然
の
廃
園
も
あ
る
な
ど
。

　
背
景
に
は
、
待
機
児
問
題

の
原
因
を
現
行
制
度
に
押
し

付
け
て
需
要
に
基
づ
い
た
保

育
所
増
設
を
し
て
こ
な
か
っ

た
政
府
の
責
任
を
あ
い
ま
い

に
し
て
い
ま
す
。
財
界
の
要

求
の
ま
ま
に
保
育
を
福
祉
の

分
野
か
ら
切
り
離
し
て
も
う

け
の
対
象
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
狙
い
が
見
え
隠
れ
し
て

い
ま
す
。
そ
も
そ
も
の
税
金

の
使
い
方
、
社
会
保
障
費
を

年
々
削
減
し
て
い
る
こ
と
を

覆
い
隠
し
て
、
財
源
確
保
の

た
め
に
消
費
税
増
税
を
前
提

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

な
ど
国
民
の
立
場
に
立
て
ば

到
底
、
許
せ
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・
「
新
保
育
制
度
」
案
は
、

介
護
保
険
制
度
や
障
害
者
自

立
支
援
制
度
を
モ
デ
ル
に
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
２
つ
の
制
度
は
と

も
に
国
・
自
治
体
の
責
任
を

な
く
し
「
応
益
負
担
」
と
し

た
た
め
、
利
用
料
を
払
え
ず

に
必
要
な
介
護
・
支
援
が
受

け
ら
れ
な
い
な
ど
、
す
で
に

行
き
場
を
失
う
人
達
が
出
て

い
ま
す
。

　「
新
保
育
制
度
」
案
が
「
少

子
化
対
策
」
ど
こ
ろ
か
、
少

子
化
に
拍
車
を
か
け
乳
幼
児

の
家
庭
不
安
を
招
く
こ
と
に

も
繋
が
っ
て
い
く
問
題
で
も

あ
り
ま
す
。

　
大
東
市
の
こ
ど
も
の
未
来

大
東
市
の
こ
ど
も
の
未
来

大
東
市
の
こ
ど
も
の
未
来

大
東
市
の
こ
ど
も
の
未
来

大
東
市
の
こ
ど
も
の
未
来

が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

現
時
点
で
危
惧
す
る
問
題
点

現
時
点
で
危
惧
す
る
問
題
点

現
時
点
で
危
惧
す
る
問
題
点

現
時
点
で
危
惧
す
る
問
題
点

現
時
点
で
危
惧
す
る
問
題
点

を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き

を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き

を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き

を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き

を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

た
い
。

た
い
。

た
い
。

た
い
。

（
１
）新
保
育
制
度
に
な
れ
ば

①
　
市
の
実
施
義
務
が
な
く

な
る
こ
と
に
よ
り
、

＊
配
慮
の
必
要
な
子
ど
も
の

入
所
に
つ
い
て
責
任
が
持
て

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

（
答
弁
）

（
答
弁
）

（
答
弁
）

（
答
弁
）

（
答
弁
）報
告
で
は
、
市
町
村

に
保
育
実
施
義
務
を
課
す
と

さ
れ
、
運
営
は
保
育
料
と
公

費
に
よ
る
補
助
と
さ
れ
て
お

り
、
決
し
て
市
町
村
の
保
育

実
施
義
務
が
な
く
な
る
と
は

書
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

②
　
保
護
者
と
保
育
所
と
の

間
で
直
接
契
約
を
結
ぶ
こ
と

に
よ
る
問
題
点
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

（
答
弁
）

（
答
弁
）

（
答
弁
）

（
答
弁
）現
時
点
で
は
、
問
題

点
を
指
摘
で
き
る
状
況
で
は

な
い
。
直
接
契
約
の
考
え
方

の
前
提
と
し
て
、
保
育
所
に

応
諾
義
務
と
優
先
的
に
確
保

さ
れ
る
べ
き
子
ど
も
の
優
先

受
け
入
れ
義
務
を
課
す
と
し

て
い
る
の
で
、
評
価
す
べ
き

内
容
と
考
え
て
い
る
。

二
、
二
、
二
、
二
、
二
、
公
有
地
の
活
用
に
つ
い
て

公
有
地
の
活
用
に
つ
い
て

公
有
地
の
活
用
に
つ
い
て

公
有
地
の
活
用
に
つ
い
て

公
有
地
の
活
用
に
つ
い
て

　
子
ど
も
た
ち
が
思
い
存
分

空
間
を
活
用
し
て
、
人
間
本

来
の
思
考
力
を
楽
し
く
思
い

存
分
遊
ぶ
こ
と
の
中
か
ら
育

て
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　
例
え
ば
、
土
地
開
発
公
社

が
所
有
し
て
い
る
北
条
緑
地

や
、
市
の
所
有
と
な
っ
て
い

る
い
わ
ゆ
る
３
Ｐ
と
言
わ
れ

る
土
地
な
ど
は
、
整
備
の
仕

方
に
よ
っ
て
は
子
ど
も
が
遊

べ
る
空
間
と
し
て
最
適
と
考

え
ま
す
が
活
用
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
学
校
教
育
部
答
弁
）

子
ど
も
の
社
会
性
の
育
成
や

体
力
づ
く
り
な
ど
の
観
点
で

遊
び
の
果
た
す
役
割
は
重
要

で
す
。
反
面
、
現
代
社
会
は

遊
び
の
中
で
社
会
性
を
は
ぐ

く
む
こ
と
が
難
し
い
時
代
と

も
い
え
ま
す
。
・
・
・
・
・

﹇
総
務
）一
度
目
答
弁
な
し

健
康
に
関
わ
る
問
題

健
康
に
関
わ
る
問
題

健
康
に
関
わ
る
問
題

健
康
に
関
わ
る
問
題

健
康
に
関
わ
る
問
題

一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
国
保
に
つ
い
て

国
保
に
つ
い
て

国
保
に
つ
い
て

国
保
に
つ
い
て

国
保
に
つ
い
て

　
寝
屋
川
市
の
国
保
の
値
下

げ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
ま
す
か
。

　
本
市
の
累
積
滞
納
額
は
ど

れ
く
ら
い
あ
り
、
ど
う
分
析

し
て
い
ま
す
か
。

（
答
弁
）寝
屋
川
市
の
改
正
に

つ
い
て
は
、
平
成
２
０
年
度

の
単
年
度
収
支
が
大
幅
な
黒

字
と
な
っ
た
た
め
・
・
・
。

　
４
月
月
報
の
累
積
滞
納
額

は
３
９
億
３
千
万
円
。
た
だ

し
、
滞
納
処
分
の
差
し
押
さ

え
で
時
効
の
中
断
を
お
こ

な
っ
て
い
る
の
で
、
直
近
の

５
年
分
だ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
以
前
か
ら
残
っ
て
い
る
の

も
あ
る
。
離
職
者
・
無
職
の

人
・
フ
リ
ー
タ
ー
や
多
人
数

世
帯
の
方
々
の
滞
納
が
多
く

を
占
め
て
い
る
。
所
得
別
で

は
３
０
０
万
円
前
後
の
方
の

収
納
率
が
８
２
％
で
最
も
低

い
。

歩
行
者

歩
行
者

歩
行
者

歩
行
者

歩
行
者
・・・・・
通
学
路
の
安
全
に
つ

通
学
路
の
安
全
に
つ

通
学
路
の
安
全
に
つ

通
学
路
の
安
全
に
つ

通
学
路
の
安
全
に
つ

い
て
進
捗
状
況
を
問
う

い
て
進
捗
状
況
を
問
う

い
て
進
捗
状
況
を
問
う

い
て
進
捗
状
況
を
問
う

い
て
進
捗
状
況
を
問
う

一
、
四
条
南
小
学
校
の
通
学

四
条
南
小
学
校
の
通
学

四
条
南
小
学
校
の
通
学

四
条
南
小
学
校
の
通
学

四
条
南
小
学
校
の
通
学

路路路路路
・・・・・
交
差
点
の
不
備
問
題
に

交
差
点
の
不
備
問
題
に

交
差
点
の
不
備
問
題
に

交
差
点
の
不
備
問
題
に

交
差
点
の
不
備
問
題
に

つ
い
て

つ
い
て

つ
い
て

つ
い
て

つ
い
て
は
１
８
年
の
３
月
議

会
で
取
り
上
げ
て
以
来
、
当

時
の
教
育
委
員
会
管
理
部
長

が
現
地
に
駆
け
つ
け
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
よ
う
や
く
改
善
の
方
向

が
出
て
い
る
内
容
は
ど
う
か
。

二
、
深
野
橋
交
差
点
に
つ
い

深
野
橋
交
差
点
に
つ
い

深
野
橋
交
差
点
に
つ
い

深
野
橋
交
差
点
に
つ
い

深
野
橋
交
差
点
に
つ
い

ててててて
は
１
８
年
１
２
月
議
会
で
、

ポ
リ
ボ
ッ
ク
ス
の
あ
る
欠
陥

交
差
点
と
し
て
取
り
上
げ
ま

し
た
。
大
阪
府
は
改
善
を
要

す
る
と
言
っ
て
い
る
が
い
つ

ま
で
放
置
す
る
の
か
。

三
、
泉
小
学
校
前
通
学
路

泉
小
学
校
前
通
学
路

泉
小
学
校
前
通
学
路

泉
小
学
校
前
通
学
路

泉
小
学
校
前
通
学
路
・・・・・

古
提
街
道
に
つ
い
て

古
提
街
道
に
つ
い
て

古
提
街
道
に
つ
い
て

古
提
街
道
に
つ
い
て

古
提
街
道
に
つ
い
て
は
、
昨

年
の
３
月
に
地
元
の
か
た
が

た
と
現
場
立
会
い
も
し
て
い

た
だ
い
た
。
ど
の
よ
う
に
改

善
す
る
の
か
。

四
、
東
大
阪
市
変
電
所
西
〜

東
大
阪
市
変
電
所
西
〜

東
大
阪
市
変
電
所
西
〜

東
大
阪
市
変
電
所
西
〜

東
大
阪
市
変
電
所
西
〜

中
垣
内
交
差
点
の
南
側
、

中
垣
内
交
差
点
の
南
側
、

中
垣
内
交
差
点
の
南
側
、

中
垣
内
交
差
点
の
南
側
、

中
垣
内
交
差
点
の
南
側
、
歩歩歩歩歩

行
者
安
全
対
策
に
つ
い
て

行
者
安
全
対
策
に
つ
い
て

行
者
安
全
対
策
に
つ
い
て

行
者
安
全
対
策
に
つ
い
て

行
者
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

現
場
立
会
い
も
し
ま
し
た
が

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。


